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複雑 性尿 路感染 症に対 す るCefotiam (SCE-963)の 使用経 験

熊沢浄一 ・小嶺信一郎 ・百瀬俊郎

九州大学医学部泌尿器科学教室

I.は じ め に

新合成 セフ ァロスポ リン系抗生物質 Cefotiam(CTM, SCE-

963)は 武田薬 晶中央研究所で開発 されFig.1の ごとき構造を

有 している.基 礎的研究の詰果,従 来のセ ファロスポ リン系抗

生物質に比し E. coli, Klebsiella, Proteus mirabilis に対

しすぐれた抗菌力を有し Enterobacter, Citrobacter, Indole

陽性Profeusに も抗菌活性を認めること,注 射により速やか

に高い血中濃度に達し活性のまま尿中に投与後6時 間以内に約

60～80%排 泄されること,安全性が高いことが判明している1)

われわれも本剤の提供をうけ,慢 性複雑性尿路感染症に対す

る臨床効果と副作用を検討したのでその成績を報告する。

Fig. 1 Chemical Structure of CTM

II.投 与対象 と投与方法

昭和52年8月 より昭和53年6月 までの九州大学医学部

附属病院泌尿器科に入院 した患者で慢性複雑性尿路感染

症 と診断 された18例 を対象 とした。性別は男性15例,女

性3例 であ り年齢は19歳 か ら84歳までであ る。投与方法

は1回19な いし29の 朝夕点滴静注(5%ブ ドウ糖500

m1に 溶解,約2時 間を かけ点滴静注),す なわ ち1日

2gな い し4gを5日 間連続投与 した。

III.観 察 項 目

尿 中細菌同定 と生菌数測定,尿 中白血球数測定を必須

観察項 目とした。初診 日と投薬 終了翌 日に観察 したが日

曜,祭 日,休 診 日にあたる場合は前後1日 ずれて もよい

こ ととした。

IV.臨 床効果,副 作用の判定

UTI薬 効評価基 準(第 一版)2)に 準 じて臨床効果を判

定 した。すなわ ち尿 中細菌陰性化,尿 中白血球数 正常化

した ものを著効,尿 中細菌不変の ものと尿中細菌菌交代

し尿中白血球不変の ものを無効,そ の他 を有効 と判定 し

た。副作用 については薬剤投与関始か ら終了までの間,

注射部痛,ア レルギー反応,発 熱 などについてその内容

と程度 を観察 した。CTM投 与前後の末梢血 の赤 血 球

数,ヘ モグロビン。自血球数,BUN,ク レアチニン,

GOT,GPTの 検査 も行 った。

V.成 績

投与18例 の詳細はTable1に 示す とおりであ り総

括すると慢性複雑性腎盂腎炎5例 中著効1例,有 効1例,

無効3例 であ り有効率40%,慢 性複雑性膀胱炎13例中著

効3例,有 効4例,無 効6例 であ り有効率54%と な る

(Table2)。 全症例 を一括す ると著効4例,有 効5例,

無効9例 であ り有効率 は50%と なる。前立腺肥大症術後

症例 はいわゆる前立腺床炎 を主体 としているが,膀 胱炎

の中か らぬ きだ して小括す ると4例(症 例15～18)で あ

Table 2 Clinical results of CTM classified

by diagnosis

り著効1例,有 効1例,無 効2例 であ り有効率50%と な

る。腎孟腎炎,膀 胱炎を一括 して尿路 カテーテル留置有

無で検討す るとカテー テル有の8例 は著効2例,無 効6

例であ り有効率 は25%,カ テー テル無の10例 は著効2

例,有 効5例,無 効3例 であ り有効率 は70%と なる。1

日29投 与群12例 は著効3例,有 効3例,無 効6例 で

あ り有効率 は50%,1日49投 与群6例 も著効1例,有

効2例,無 効3例 であ り有効率 は50%と なる。細菌学的

効果を検討すると Proteus mirabilis 1株, Proteus

morganii 1株, Staphylococcus epidermidis 1株 は

消失, Pseudomonas cepacia 1株は存続 Proteus

rettgeri 2株 は1株 消失,1株 存続, Serratia 4株
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は2株消失,2株 存続 Acinetobacter 3株は1株 消失

2株存続, E.coli3株 は2株 消失, 1株 は Pseudomorsas

aeruginosa に菌交代, Pseudomonas aeruginosa 4株

は2株消失,1株 存続, 1株 は Proteus mirabilis に

菌交代, Proteus vulgaris と Kiebsiella の混合感染例

は Serratia へ菌交代 していた。なお Pseudonsonas

aeruginosa より交代した Proteus mirabilis は109/

mlで あり臨床効果 判定の折 は陰性化 としてい る。22株

中当初の菌が消失 した ものは15株 であ り消失率は68%と

なる(Table3)。

VI.副 作 用

投与症例中自覚的副作用 を訴えた ものは1例 も認めな

かった。末梢血検査成績 はTable4に 示す とお り症例

3のGOT,GPT高 櫨は術中輸血 のためであ り症例10

の本剤投与前のGOT,GPT高 値の原因は不明であるが

本剤投与後は正常値とな っていた。症例18は 本剤投与に

ょりGOTが 軽度上昇 してお り投与終了後1週 目に正常

値(33)に復したことを考慮す ると本症例のGOTの 上昇

は本剤投与のためと考えざるを得ない。術後性の軽度貧

血や感染による白血 球増多 を数例に認 めるが その他は正

常値範囲内の変動であ った。

VII.考 按

合成セファロスポ リン系抗生物質が臨床的に有用 な抗

菌剤であることは広 く認識 されてお り,わ れわれ も多 く

の報告を行 ってい る3)4)5)6)7)8)。 抗菌スペク トラムが

広く,抗菌作用が殺菌的であ り,血 中濃度,尿 中濃度 と

もにかなり高 く,副 作用 も少ないので尿路感染症に も好

んで用い られてい る。

CTMは 既存のセフ ァロス ポリン系 抗 生 物 質 よ り

もグラム陰性桿薗に対 して数倍の抗菌力 を有す ること,

Enterobacter, Citrobacter, indole 陽性Proteusな ど

難治性尿路感染歴起炎菌 として分離 され ることの多い細

菌9)に も有効であるのが特長 と されてい る1)。

われわれが治療 に困惑 している慢性複雑性尿路感染症

を今 回の投与対象 としたのは本剤 のこれ らの特長を確認

す るに もっとも適 切な症例 と考えたか らである。すなわ

ち膀胱尿管逆流,前 立腺肥大症や膀胱腫瘍 とそれ らの術

後,腎 癌状態,陰 茎癌 などを基礎疾息に有す る18例 に

CTMを 投与 してみた。 これ ら基礎疾患が手術的に除

去可能な らばその手術時の尿 を無菌状態にす ることが望

ましい。術後であれば感染増悪 を早急 に防止 し腎機能障

害を来 さないよ うに適切な化学療法を行 うべ きである。

術前投与は7例(症 例1,2,7、9,1041,12)

であ り臨床効果は著効2例,有 効3例,無 効2例,有 効

率71%,起 炎菌消失率は88%(7/8)と 上記 目的によ く

合致 していた。

術後症例 には尿路 カテーテル留置例が8例 を認めたが

その臨床効果 は有効率25%と 低率で あった。カテー テル

留置例は一般 的に難治性で あるが,尿 管皮膚瘻症例が3

例含 まれていることもその一因 と思 われ る。

全症例の有効率 は50%と 慢性複雑 性尿路感染症に対す

る既存 の合成セフ ァロスポ リン系抗生物質 と余 り大差な

い結果であったが,基 礎疾患 の種類,程 度,尿 分離菌種

を考 えるとかな りす ぐれた成績 といい うる。

今回の初診時尿分離菌の細菌学的検査ではSlerratia

4株 中2株, Pseudomonas aeruginosa 4株 中2株 が

Table 3 Bacteriological results of CTM classified by organisms
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Table 1 Clinical
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effects with CTM

d.i.: drip infusion
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消失したのが注目され る。 しか し有意の交代菌 として出

現した菌種は Serratia 1株,  Pssudomonas aerugino

sa1株 でありこれ ら菌種 は基礎的研究 で も高いMIC

を示してお り本剤の投与 対象 としては好 ましくない。本

剤使用の折,こ の点は充 分留意 してお く必要が ある。ち

なみに尿分離菌の消失率 は68%(15/22)で あるがSer

ratio, Pseudomonas 属 を除外 してみ ると消失率は77%

(10/13)と なる。

最後に副作用であ るが 自覚症 的には全例 に認 めていな

い。臨床検査値変動では1例(症 例18)にCTM投 与

によると思われるGOTの 軽度上昇を認めた。本剤投与

終了後速やかに正常値に復 したが5日 間の短期投与であ

ったことを付記 してお く。

VIII.ま と め

1.昭 和52年8月 より昭和53年6月 までに九州大学泌尿

器科に入院 した患者で慢性複雑性尿 路感染症 と診断 さ

れた18例にCefotiam (CTM,SCE963)を 投与 し

た。

2.投 与期間は5日 間であ り,1g×2/日 の点滴静注を

12例に,29×2/日 の点滴静注を6例 に行 った。

3.著 効4例,有 効5例,無 効9例,有 効率50%で あ っ

た。

4.慢 性複雑性腎盂腎炎5例 では著効1例,有 効1例,

無効3例 であ り有効率40%,慢 性複雑 性膀胱炎13例 で

は著効3例,有 効4例,無 効6例 であ り有効率54%で

あった。1g×2/日 投与12例,2g×2/日 投与6例 とも

に有効率50%で あった。尿路 カテー テル留置8例 の有

効率は25%,非 留置10例 の有効率 は70%で あ った。

5.細 菌学的には22株 中15株 が消失 してお り消失 率68%

で あった。

6.自 覚的副作用は 全例に認め られなか った。GOTが

Cef0tiam投 与によ り軽度上昇 した と思 われ る症例 を

1例 認めた.
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CLINICAL EXPERIENCE OF CEFOTIAM (SCE-963)

IN COMPLICATED URINARY TRACT INFECTION

JOICHI KUMAZAWA,

SHINICHIRO KOMINE and SHUNRO MOMOSE

Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyushu University

(Director : Prof. SHUNRO MOMOSE)

1. In the period between August 1977 and June 1978, cefotiam (SCE-963) had been administrated to

18 patients who had been treated as inpatients for their complicated urinary tract infection in the

department of urology of Kyushu University.

2. The duration of administration was 5 days, 1 gm. twice daily was administered by intravenous

infusion in 12 cases and 2 gm. twice daily in 6 cases.

3 The results were excellent in 4 cases, good in 5 cases, ineffective in 9 cases and the rate of effecti-

veness was 50%.

4. In 5 cases of chronic complicated pyelonephritis, it was excellent in 1 case, good in 1 case, ineffec-

tive in 3 cases and the rate of effectiveness was 40%. In 13 cases of chronic complicated cystitis

it was excellent in 3 cases, good in 4 cases, ineffective in 6 cases, and the rate of effectiveness

was 54%. In 12 cases administered 1 gm. twice daily and in 6 cases administered 2 gm. twice

daily it was both 50%. The rate of effectiveness in 8 cases with indwelling catheter was 25%

while it was 70% in 7 cases without indwelling catheter.

5. Bacteriologically, bacteria disappeared in 15 strains of 22, registering the rate of disappearance of

68%.

6. No subjective symptom had been recognized in any case. There was one case in which an elevati-

on was slightly remarked in GOT as a result of administration of cefotiam


